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	日時　2020年8月4日　13:00-17:30
	参加者
	ディスカッション（敬称は省略）
	議論の進め方
	論点１：交通の電動化への選択の決定要因は？
	西野：マクロな議論は、自動車の電動化に対して、今後、誰がどういう責任を今後取っていく必要があるのかが重要な論点。今までは、車は燃費規制をかけて、自動車会社の努力で燃費が良くなって、ユーザーにも利便があって、WINWINの関係で燃費が上がってこれたが、やや限界がきているのではないか。環境に対する負荷を誰がどういう風に負担していくか。姉川様の発言にあった通り、最後はユーザーだ。だが、費用負担を見える化して望ましいゴールに近づく姿を見通して、規制も補助金も含めて再設計していかないといけない。　技術開発、...
	松本：VGIについてのご質問も頂いたが、自動車と電力システムの連系を構築するための技術的、社会的、制度的課題は何で、それをどう変えていくのか、というところである。技術的課題としては、充電器のPCSコストの低減や、バッテリー劣化についても検討していく必要があり、認証プロセスでは、各国のプロセスの共通化の課題がある。また車のエネルギーのサイズと電力網の大きなエネルギーの流れを合わせるために必要なアグリゲートを効果的・効率的に行い、お客様の負担を減らすことが重要。技術だけでなく、制度、商流などトータルな...
	森：　地球規模でCO2を削減していくためには、電動車のラインナップの充実や、電動車以外の燃費改善が必要。今後は環境規制をクリアするために、プラグインハイブリッド、EV、FCV、それぞれの普及拡大が必要と考える。本日はFCV中心の話だったが、EVも、中国も含めて10車種以上を展開する計画。国内では超小型EVを発売予定だが、ＥＶだから小型というわけではなく、近距離用で、取り回しの良い車ということ。特長、ニーズを踏まえ、幅広い選択肢を提供したい。
	安川：ユーザーの視点からは、超小型、バリエーションなど、様々なニーズがある。最大の課題は価格低減で、そのためには電池の容量の考え方が課題。　なぜメーカーが新車種で電池容量を増やしてきているか。日産もテスラも2割以上電池容量を増やしている。この理由は、ユーザーが「一充電での長い航続距離が必要」と考える影響が大きい。「充電が速く、充電スタンドが混雑なく安定して利用できれば、航続距離は300kmで十分」などと考えてもらうことが大切。　しかし、新しい商品、ウォークマンとかはユーザーにとって分かりやすくメリ...
	姉川：一充電の航続距離は、ニーズが分かれてくるので、それぞれの人に適するものを売っていけばいい。国内でも大型スポーツ車は売れるから、SAに150kWの高速充電器を全部のSAに置いてくださいとの要望もあるが、それがムダが多いというのは分かる。利便性とコストのバランスを考えて、価値を最大にすることを考える必要がある。環境性ついては、再エネの導入と並行して進めることで基本的に心配いらない。ただし、再エネは発電出力が大きく変動する課題を持っており、再エネもEVと全く同じでコストを下げることが必要。EVの電...

	論点２：電動車導入の道筋は？
	姉川：大きな方向性としては、購入に対する補助金は下げてもいいのではないか。これ以上つけると、税金が大きくなり、車乗る人と乗らない人の不公平感が心配。何とか民民のコラボレーションで普及を促進できないか。インフラロードマップでいうと、EVの普及と充電インフラの整備の時間軸では充電インフラが先だと思う。充電インフラは電力会社が整備すべきだとは思うが、インフラ事業は初期は赤字が続くため、長期的な視点が必要だ。場所にも車種にも応じたニーズに対し、丁寧に選択肢を使い分けながら良いインフラを整備していくことが必...
	荻本：海外だと電動バスや電動トラックなど、あまり日本では見ないものが電動化、またはＦＣＶ化が議論されている。日本ではそこまでの議論の例は少ないように思う。インフラも電動車の選択により変わってくる。例えば、ＦＣＶが乗用車や商用車なのか長距離のトラック・バスであるのかでインフラも変わってくると思う。
	森：　FCVに関しては、各コンポーネントの性能向上による小型化、乗用車の量産効果などによりコスト低減をはかってゆく。前提条件にもよるがFCバスは、１台当たりの水素消費量が乗用車の45倍。その分C０2低減効果も大きい。商用車へのFCVの導入により水素の需要を拡大し、水素価格を下げていく。車両と燃料のコスト低減を上手くリンクさせて、プラスのサイクルを回していきたい。商用車と乗用車の両方の導入がFCVとしては必要と考えている。
	岩船：　購入時の補助金は必要でないとの発言もあったが、まだEVが高くて10万台しか入っていないことを考えると、安川様の提案のように、小さいEVのラインナップが揃って、手頃に購入できる補助金が必要ではないか。海外では補助金がついている国がEVの普及に成功しているように思う。補助金にいつまでも頼るものではないとして、メリハリのある補助金政策は考えられないか。
	西野：補助金のメリハリは必要。今年補助メニューを刷新し、超小型EVに関しては航続距離によらず一台あたり20万円、事業者が使用するサービスユースの場合は30万円の補助メニューを設定している。事業者が使うサービスユースが、電動車の普及に重要と考えて期待してメリハリを効かせている。これからの燃費規制の中での電動車の普及で、2030年段階で一定のEV、PHVの導入の計算を織り込んでいる。クリーンエネルギー自動車補助金は、現状適用される台数は日本の新車販売台数の1％台だが、10%台となると毎年１~２千億円の...
	安川：自動運転レベル２が増加してきている。長時間の安全な運転が可能になり、SAの利用方法が自動運転によって大きく変わる可能性がある。自動運転は、電気自動車である必要は必ずしもないが、完全自動運転まで行かずにレベル2の段階であっても大きな運転労力の削減がされており、300~400kmの移動が簡単になる。現時点ではそこまでの長距離を車で移動するニーズは多くないかもしれないが、電気自動車×自動運転の普及により長距離走行へのニーズが増加するのではないか。
	松本：経路充電網のインフラ整備も重要であることに加え、一方で基礎充電の十分な普及がVPPなどの基盤になり、電動車のお客様へのメリットになる。普通充電を職場、家、集合住宅にどう広めていくのかが電動車普及のための大事な視点ではないか。
	松本：経路充電網のインフラ整備も重要であることに加え、一方で基礎充電の十分な普及がVPPなどの基盤になり、電動車のお客様へのメリットになる。普通充電を職場、家、集合住宅にどう広めていくのかが電動車普及のための大事な視点ではないか。
	岩船：ガソリン車への規制はどうかという質問があったがどうか。
	西野：今でもガソリンには大きな税が課されているので、それをどの程度上げるか。ハイブリッド車が30数％出ているので、新車販売全体の35％が電動車だが、残り６５％がガソリンを利用している、電動化の議論に限らず、ガソリンに重課すると多く走る人への負担が大きくなる。この点を含めて制度設計することが必要である。自動車、車両自体にも割と大きい税がかかっており、ここの負担を上げると自動車産業自体の衰退に繋がりかねない。
	岩船：Ｖ２Ｘについて質問があるが。
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